
家庭学習について 

より充実した自主学習を進めていくために、ICT端末を活用した学習の具体例と家庭学習ノートを使用した学

習の具体例を掲示するので、参考にしながら取り組んでみてください。すべての教科において大切なことは「何

が身に付いたか」ということです。さぁ、自主的に家庭学習に励んでいきましょう。 

～ICT 端末を活用した学習の具体例～ 

 

 

 

 

 

 

『ちびむすドリル』        『スマイルネクスト』          『eboard』 

学習プリントが無料でダウンロ   穴埋めや線つなぎ問題を通して、  映像授業とデジタルドリルで基 

―ドできる家庭学習の補助サイト  基礎学力の定着を図る ICT 教材   礎から学習できる ICT教材 

 

学校で貸し出す Chromebook は学習活動のために使うものなので、それ以外の用途で使用してはいけませ

ん。以下の注意点にも留意しながら、活用してください。 

 

 

 

 

 

 

各教科に必要な資質・能力を支える 

基礎・基本を定着させるための具体的な学習方法 

５教科(国語・数学・社会・理科・英語) 

国語 

・読書と問題演習 

まず本を読むことですが、読む本は自分の興味あるものでかまいません。活字に慣れることが大切です。どん

なことが書かれていたかを理解することを優先するようにしてください。問題演習は、その日の授業で学んだこ

と・覚えておかなければならないことを家で復習して、“自分のもの”にすることが大切です。日頃から自分の気

持ちや考えを文章として書くことも必要です。漢字検定などにも積極的に取り組んでみてください。 
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１ 長時間にわたって継続して画面をみない。 

良い姿勢を保ちながら、画面から３０cm 以上離して使用しましょう。３０分に１回、画面から目を離

して目を休ませましょう。 

２ 時間や学習内容を決めて使う 

「寝る１時間前は使用を控える」など、家族とルールを決め、学習計画を立てたうえで活用しましょう。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

数学 

計算は数学に必要な道具のようなものです。せっかく問題を解こうとしても、途中の計算で手こずるとだん

だんイヤになるものです。だから、こう勉強しよう！ 

① 授業中に解いた問題（教科書・ワーク）をノートに写し、もう一度解く。 

② 間違ったら一度解答を見て、解説を読んで理解する。 

③ 次の日に間違えた問題のみ解いていく。自力で解けるまで何度も繰り返す。 

④ 他の問題集から似た問題をやってみる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 



社会 

社会は覚えることがたくさんありますが、暗記するだけでは社会の力はつきません。様々なつながりを考え、

「なぜ？」を理解していきましょう。 

【歴史】 

歴史的出来事の内容を理解すると同時に、その意味と理由を理解しましょう。まとめる際は、文章でまとめる

ことを意識することが大切です。そのあと年表にまとめて歴史の流れを理解すると覚えていきます。 

【地理】 

地理で大事なのは地図です。地理を勉強する時は、必ず地図帳を横に置いて下さい。教科書の各単元内容を

ノートにまとめよう。はじめは細かくならないように、最も重要なことだけ抜き出します。そして、基礎問題

を解いてみて、さらに付け加えて覚えるべきことがらをノートに加えていき、何度も繰り返し復習することで

学力が定着していきます。 

【公民】 

 日常の出来事や事件に興味をもつためにも、新聞やテレビのニュースに目を向けていきましょう。家庭学習に

取り組む際は、重要語句を覚えるのはもちろんのこと、短く簡単に文章でまとめられるようになりましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

理科 

毎日の予習と復習が大切です。予習は、次に学習する部分の教科書を読んで、新しい用語などをチェックし

ておこう！それをがんばると、毎時間の理解度がバッチリ上がります。復習は、授業の内容を整理してノート

にまとめたり、ワークの問題を繰り返し解いたりしよう！授業や家庭学習、実験を通して日常生活の中でどん

なことに利用されているのか考えていくと、より面白くなりますよ！ 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

英語 

家での勉強として、取り組んでほしいことは次の３つです。 

① 新出単語や連語を正しく書けるまで、何度も練習する。辞書を活用すると、なお good！ 

② 学校から配られるワークの問題や問題集を解く。 

③ TV やラジオなどの英語番組、また洋楽や洋画などを積極的に視聴する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 


